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１．恩納村瀬良垣方言の特徴








　③ m の喉頭化音、すなわち／ ʔm ／がある








Memoir on the verb conjugation of the Serakaki Dialect of Onna Village
西　岡　　　敏　



















　　　[numi]nu  [midzu（飲む水） [kami]nu  [ku]tu（食べること）
　⑨形容詞の活用語尾も基本的には -haN であるが、重子音の -ssaN はｈ音化しない
　　　[ʔamahaN（甘い）　　[ʔassaN（浅い）
　⑩指示代名詞の連体修飾の形は、kunu などではなく、kuri と主格と同じ形で言う



























ⅱ．語根末子音 –s ／ -h   サ行／ハ行
例：[ʔiza]siN　出す　　アクセントは下降型




































ⅵ．語根末子音 –r1  ラ行１
例：[koojiN（買う）　　アクセントは高平型


















































































ⅹⅴ．語根子音 -s2 ／ -h2  サ変：する
例：[siN（する）　　アクセントは高平型





































































wuN、「いらっしゃる」は ʔmeNseN や ʔmeeN（前者のほうが敬意が高い）など、語
尾が～ iN で終わらない形もある。
　語根末子音 -s の動詞（サ行動詞）は、否定形（～しない）や志向形（～しよう） のとき、












































　　s  →　h 　／　_ a  　　（ⅱ、ⅹⅴ）













（注４）ʔirij-i から母音の短縮で ʔiri となっている。
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（注５）これも ciij-i から母音の短縮で、cii となっている。 
（注６）第１過去形（居った）は wutaN であるが、第２過去形（居りよった）は





（注９）使役接辞には、-asiN と –asimiN の２形があるが、サ行動詞の使役接辞は、他
























	 	 	 hataracaa（働き者、連用語幹からの派生形）
　sikiN（好く、この辞書形のみでは言わない）
	 	 	 ʔasubi-zikaa（遊び好きな人、基本語幹からの派生形）




	 	 	 ʔabe-ga	ʔikiN（どなりに行く、iが挿入されない形）
　tumeeN（探す）	 	 tumee-i-ga		ʔikiN（探しに行く、iが挿入される形）
	 	 	 tumee-ga	ʔikiN（探しに行く、iが挿入されない形）
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